	認知心理学　(1)　認知の成立過程


　私たちが外界の様子を理解する（見たり、聞いたりすること）とき、頭の中ではどのような精神活動が進行しているのでしょうか？　無意識のうちに、当たり前のようにして、私たちは外界を認識しています。この認識活動の基本特性について理解します。

【 トップダウン処理 】

　私たちが、すでにもっている知識や、その時々に頭に思い浮かんだ考え（期待や仮説）を先行させて、見ているもの・聞いている音・読んでいる文を理解する方式のことを、トップダウン処理または概念駆動型処理と呼びます。

　あいまいな図形を見て、それが何であるのかを判断するとき。会話の中で、相手が発言する前に何と言うのかを理解しまうようなことです。机の上におかれたノートやテキストは、私たちの目には、長方形ではなく台形のような形で映っています。しかし私たちは、それぞれの「本当の形」を見てしまうのです。

また、相手の血液型を聞いただけで、容姿を見ただけで、その人の性格を作り上げてしまうのも、トップダウン処理だといえます。
【 ボトムアップ処理 】

　見ているもの・聞いている音・読んでいる文について、それぞれを構成する要素を分析し、分析された特徴から認識を成立させる方式のことを、ボトムアップ処理またはデータ駆動型処理といいます。

　「ルビンの壺」という多義図形を見るとき、注視する箇所を変えることで、向かい合う人にも、壺にも見えるのです。また、人間を理解するとき、血液型や容姿にとらわれることなく、相手の言動に注意を傾け、ある程度の時間をかけてその人となりを理解することがボトムアップ処理だといえます。

	認知心理学　(2) スキーマ


　「幼稚園の先生と弁護士が結婚した」と聞いたらどんなカップルを思い浮かべますか？　友達が「昨日の帰り、ファミレスでご飯食べたんだぁ」と言ったら、どんな様子を思い浮かべますか？　幼稚園の先生、弁護士、ファミレスでの食事など、日常の生活で見聞きする色々な事柄について、私たちはそれまでの経験を基にして、一定の知識やイメージを構成しています。

　また、経験から構成された一定の知識やイメージを常に活用して、日ごろの生活での「理解・認識」が成立しているのです。このような「一定の知識・イメージ」のことをスキーマと呼んでいます。見聞きした情報が断片的であっても、スキーマを活用させることとで理解は成立するのです。
【 スキーマ 】

　スキーマを簡潔に定義すると次の２つとなります。


①物事を理解するための「枠組み」となる知識のまとまり


②文化的にステレオタイプ化した知識のまとまり

【 枠組みとしてのスキーマ 】

　「食べる」という動作のスキーマには、


◇主体：人間　　◇対象：食物　　◇道具：　　◇結果：満腹

　「人間の顔」のスキーマには、

　　　　◇目：丸型・２つ　◇鼻：中央・三角　◇口：　・・・

【 ステレオタイプ化したスキーマ 】

　「幼稚園の先生」といったら

　「ファミレスでの食事」と言ったら
【 デフォルト 】

　　スキーマを構成する要素として、具体的な内容を指します。

	認知心理学　(3) 物語文法・文章スキーマ


　小説、新聞記事、教科書など、まとまった文章を読んで理解するには、どのような「知識」が必要でしょうか。語句の意味と語句の意味を理解するための常識的な知識、文法的な知識とともに、文章構造や文章の展開に関する知識が必要不可欠なのです。
　今までの学校教育の中では、「起承転結」、「５Ｗ１Ｈ」、「序論→本論→結論」といったものが、文章構造や文章の展開に該当します。

　認知心理学では、「文章の構造」・「物語の展開」に関する知識を、文章スキーマ・物語文法と呼び、そうした知識が文章の理解を支えているのです。

　
【 文章理解におけるスキーマ 】

　私たちが文章を理解するときに、「何の話であるか」というテーマを認識しているはずです。テーマに関するスキーマ的な知識を活用しながら、読み進めている・聞いている文章の理解を行っているはずです。

○配布したプリントの文章は、「洗濯」というタイトルがつくかどうかで、
　　内容の理解は、全く異なってきましたよね。

【 物語文法 】

　子どもの頃に聞いたり読んだりした「物語・昔話・おとぎ話」は、多くが同じ「構造」をしているのです。構造が同じゆえに、言語能力が未発達な子どもであっても、安心して、かつワクワクしながら、物語が楽しめたのです。

　実は、子どもだけではなく、テレビで放映される「時代劇」の多くも（名探偵コナン君？も）、同様のことがいえます。状況設定や悪役・犯人役として登場人物は、毎回異なるものの、展開は「ワン・パターン」なはずです。それゆえに、ある種「安心して」かつ「気楽に」ながらテレビ視聴が楽しめるのです。
　そして、私たちは、見聞きした物語の「細部」ではなく、繰り返し体験する大筋や展開、まさしくスキーマとしての物語展開を覚える傾向にあるのです。

	認知心理学　(4) 概　念


「うまく説明できないけど区別できる」、そんな種類の知識の話です。

　いくつかの例を挙げてみましょう。鳥、野菜、家具、演歌・・・。そんな人に出会う可能性はとても低いでしょうが、野菜を食べたことみたことない人に、皆さんはなんと説明しますか？　トマト・キュウリ・ほうれん草などの実物や写真を見せて「これこれ、こうゆうやつ！」としか言えないかも・・・。

　こうした「名詞」は実体・実物が存在しない「概念」なのです。実体が存在しないからといって「虚偽」なもの、ということではなく、概念とは、私たちが物事を整理する上で用いる知識であり、一種の「グループ名称」なのです。

【 概念の仕組み 】

　カテゴリ化：日常生活の中で出会う事象や事物（＝事例）を、グループに分けて・まとめることをカテゴリ化といいます。

　概念：カテゴリ化されたグループにつけられる名前であり、概念に属した知識も存在します。

　事例：それぞれのカテゴリに所属する、具体的な事物・事象のことです。

　典型性：ある概念に属する事例は、いずれもが「それらしい」というわけではなく、「らしさ」に違いがあります。スズメやインコのように鳥らしい鳥もいれば、ダチョウやペンギンのように鳥「らしくない」鳥もいるわけです。このらしさを「典型性」といいます。

　プロトタイプ：典型性が高く、概念を代表するような事例のことをプロトタイプといいます。概念に属する知識（＝鳥とは何か？　野菜とは何か？）の内容は、プロトタイプの属性が大きく影響するといわれています。

　家族的類似性：「概念に属する知識」の内容は、プロトタイプの影響を強く受ける一方で、他の多くの事例による影響も受けます。その様子を「家族的類似性」と呼んでいます。あるカテゴリに属する事例は、そのすべてが共通の特性を有しているとは限りません。いくつかの特性が、いくつかの事例にまたがって共有されている、というのが普通です。そうした共有の仕方が、家族や親族の容姿風貌の類似性と近いことから、このように名付けられています。

	認知心理学　(5) 知識


　知識という言葉をいつ頃から使うようになりましたか？　知識とはいったいなんでしょう？　心理学では、「記憶に貯えられているすべての情報」を知識と考えています。つまり、知っていること・覚えていること・体験したことなど、その全てを「知識」だと見なすのです。日常生活の中で使われてきた知識は（辞書に載っていますが）、『思考や判断に用いられる体系化され一貫性のある情報』ということになります。

　

【 知識の分類 】

　　　　　　　　言語・概念による知識　　　　エピソード記憶

　　　知識　　　　　　　　　　　　　　　　　意味記憶

　　　　　　　　非言語による知識　・・・手続き的知識

【 エピソード記憶 】

　個人が体験した具体的な記憶のことです。記憶した日付・状況を含めた具体的な記憶であり、時間経過やその後の経験によって大きく変容します。
【 意味記憶 】

　誰もが共通して保持している「世界」に関する記憶です。特徴としては、１）学習場面を通して獲得される、２）概念的・抽象的なものが多い、といえます。

【 手続き的知識 】

　「使えるように・できるように」なると、言葉にならない知識です。ある動作を実行するために身につけた知識のことを指します。例えば、お箸の使い方、鉛筆で字を書くこと、自転車の乗り方などです。これを、できない人に対して、自分がやっていることを、言葉で説明することは不可能に近いはずです。

　けれども、頭の中に、指を、手を、全身をコントロールする「方略」に関する知識が存在するからこそ、上手くできる・上手くできないという違いがうまれてくるはずです。できないときは「言葉」に表せたものが多いのに、できるようになると言葉で表せ「ない」知識なのです。

	認知心理学　(6) 知識の表象


　私たちが獲得した知識は、頭の中で、どのように表現され貯蔵されているのでしょうか？　写真のように「画像イメージ」を保持している場合もあります。しかし、多くの場合、「言語」によって表現され保持されていると考えられます。
私たちの頭の中で知識がどのように表現されるのかを「表象」といいます。

【階層的ネットワークモデル】　パワーポイントの資料もみてください。
　いわゆる「知識」に関する情報である「意味記憶」について、初期の代表的なモデルとして「階層的ネットワークモデル」があります。このモデルでは、各概念が一つのノードで表され、ノードに属性がリンク（結合）し、概念間の包含関係をに基づいて、多数の概念が階層的に体制化されるというモデルです。
　より包括的な上位の概念にリンクする属性は、その下位にある概念にも当てはまるという考え方を採用し、認知的経済性（＝同じようなことをたくさん憶えなくてもよい、つまり効率的）を仮定したのです。

　文の真偽判断を求めた課題において、判断に要する反応時間から、このモデルの妥当性を実証しました。

【活性化拡散モデル】

　しかし、階層的ネットワークモデルの存在を「反証」する研究が、やはり、文の真偽判断課題によって示されました。それは、例えば、『犬は動物である』の方が、『犬はほ乳類である』よりも早く判断できたように、階層構造上、距離の遠いものの方が反応時間が早いという結果が示されたのです。
　そして、ネットワークモデルに大修正を加えた「活性化拡散モデル」が提出されました。概念がノードで表され、ノード同士がリンクで結びつけられるという仕組みは同じですが、論理的かつ合理的な階層構造ではなく、個人による経験や学習に応じて、意味的な結びつきの強いノードは密接に、結びつきの弱いノード間は遠くなる、そして、階層的ではなく、網の目状のネットワークであるというモデルです。

　さらに、ある概念（ノード）を思い出す＝活性化すると、近くにリンクされたノードも次々に活性化する（連想する）という現象も説明しうるのです。
	認知心理学　(7) 記憶システム


　認知心理学では、記憶を活動プロセス（過程）としてとらえています。つまり、憶えようとする活動（記銘）、貯えておくこと（貯蔵）、思い出すこと（検索）の３つのプロセスを「記憶」と呼んでいるのです。
　記憶の代表的なモデル（理論）として２貯蔵庫モデルが知られています。

【２貯蔵庫モデル】　パワーポイントの資料もみてください

　今考えている＝意識上の記憶　・・・　短期記憶
　頭の中に残っていること＝意識下の記憶・・・長期記憶

という２つの部分に分けて考えています。さらに、目や耳によって受容された外界からの情報が、どのような経路を経て記銘されるのか、というプロセスも表されています。

【系列位置効果】

　「ｇｈ」や「べき」などの無意味な文字綴り（材料）一つずつ順番に提示して、提示直後に、自由に思い出させるという実験をすると、最初の方に提示された材料と最後の方に提示された材料をよく憶えているという現象が生じます。

　これを「系列位置効果」といいます。最初の方は「初頭効果」とよび、リハーサルを繰り返すことで長期記憶に転送（記銘）されるので、ゆっくり思い出せるのです。また、最後の方は「新近効果」とよび、思い出すときに、まだ、短期記憶の中に残っているから再生できるのです。

　つまり、短期記憶と長期記憶の２つの部分があることが、この「系列位置効果」から示されているのです。

【短期記憶の特徴】

　何もしないでも情報を保持できる時間は５秒～10秒程度です。また、短期記憶が一度の保持できる情報の容量は、７±２チャンクといわれています。チャンクとは「意味のまとまり」を表します。

　ｂｍｉｋｈｎｙｎｏｓという無意味な文字綴りは憶えにくいですが、

　ＩＢＭＮＨＫＳＯＮＹなら、同じ文字でも３チャンクとなるのです。
